
大規模盛土造成地一覧表

盛土造成地
の位置

原地盤面
の勾配(度)

谷埋め型 腹付け型

α
面積

3,000㎡
以上

原地盤面
の勾配20
度以上か
つ高さ5m
以上

必

要

性

結果 住宅

公

共

施

設

等

安芸市0001
植野工業団
地・㈱四電工
安芸営業所

25,850 4.2 73.0 281 21.9 13.9 〇 谷埋め型 適 適

鉄筋
コン
ク
リー
ト

適 無 無 無 無 無
可能
性有

不明

S

5

9

年

以

降

以後 1.96 小

上段、下段の２段の盛土。上段部はグランド、下部はため池の堤体盛土と複合した盛土。
上段部盛土末端部は法面勾配１．８の法面であり、ため池につながる。盛土部及び盛土法
面には変状は見られない。下段部盛土の末端部は擁壁が設置されている。擁壁部には変状
及び湧水は見られない。下段盛土の側部は道路盛土に連続するが、一部、段差を伴う亀裂
が見られる。部分的な亀裂と想定され、盛土全体の滑動崩落を伴う亀裂ではないと想定さ
れる。
盛土の最上流端部はグランド内と想定され、その上流部は、流水を伴う渓流もある斜面に
つながるが、斜面とグランドの境界部には水路が設置され、、盛土部に直接、渓流水が流
れ込まないようになっている。

B2

工

業

用

地

-

避

難

所

盛土内の間隙水圧の上昇に
よる流動的すべり崩壊

安芸市0002
植野工業団
地・㈱四電工
安芸営業所

25,250 2.9 70.0 298 21.5 16.4 〇 谷埋め型

鉄筋
コン
ク
リー
ト

適 無 無 無 無 無
可能
性有

不明

S

5

9

年

以

降

以後 0.71 小

盛土部は工場敷地に利用されており、建物、敷地内道路等に変状は認められない。工場敷
地内から盛土法面につながる道路に盛土排水の暗渠管があるが、流水は認められない。盛
土末端部はコンクリート擁壁（H=2m）が設置されいている。亀裂、傾倒などの変状は認め
られない。湧水も認められない。

B2

工

業

用

地

3戸 -
盛土法面の不安定化による
すべり崩壊

安芸市0003
安芸広域メル
トセンター

1,075 23.2 40.0 15.0 9.9 4.2 〇 腹付け型

鉄筋
コン
ク
リー
ト

適 無 無 無 無 無 無 不明

H

5

年

以

降

以後 0.09 小
旧尾根地形に張り出すように設置された腹付け盛土部。盛土末端部は高さ１０ｍ程度のコ
ンクリート擁壁からなる。擁壁上部の盛土部、擁壁上端部には変状や沈下、擁壁傾倒等の
変状は認められない。

C

工

業

用

地

-

避

難

所
擁壁と背面土の変形

安芸市0004
安芸広域メル
トセンター

14,950 8.8 86.5 238 48.9 27.5 〇 谷埋め型 適 適 適 適 無 無 無 無 無
可能
性有

不明

H

5

年

以

降

以後 1.40 小

盛土上部は、駐車場及び広場に利用されている。盛土頭部、渓流部につながるが、盛土側
方部に渓流からの流水を排水するための排水工が設置されており、盛土内に直接に表流水
が流入しないようになっている。盛土末端部は勾配1：2.2の法面が40～45ｍ程度あり。法
面は1.5ｍの小段が設置されており、幅30㎝の小段水路も設置されている。盛土末端部は道
路盛土に連続しており、道路盛土は段差10㎝程度を伴う亀裂も発生している。道路盛土の
安全性については注意を要するが、大規模盛土造成地については、法面にも変状も発生し
ておらず、盛土全体の滑動崩落にはつながる変状はないと判断した。

B2

工

業

用

地

-

避

難

所

盛土法面の不安定化による
すべり崩壊

安芸市0005
安芸広域メル
トセンター

12,225 6.6 50.9 293 43.8 16.6 〇 谷埋め型 適 適 適 適 無 無 無 無 無
可能
性有

不明

H

5

年

以

降

以後 7.70 小
盛土部は、駐車場、広場に利用されている。盛土末端部の法面は植生密のため確認不可だ
が、地形図より、法面高さは約20ｍ程度と推定される。盛土部に変状は認められない。盛
土上流部は渓流部にすり付くが、排水工が設置されている。

B2

工

業

用

地

- -
盛土内の間隙水圧の上昇に
よる流動的すべり崩壊

安芸市0006
安芸広域メル
トセンター

13,975 9.0 84.0 202 35.1 15.7 〇 谷埋め型 適 適

鉄筋
コン
ク
リー
ト

適 無 無 無 無 無
可能
性有

不明

H

5

年

以

降

以後 7.70 小

谷埋盛土が主体であるが、一部、腹付け盛土形状も有。（0006-2として区分）
谷埋盛土部（0006-1)は空地、道路、草地であり、顕著な変状は見られない。盛土末端部は
草木が密なため、確認が不能。地形図、航空写真、現地状況から、法面構造ではなく、緩
い盛土形状で地山にすり付きと推定される。盛土上端部の地山と盛土境界部は水路工が設
置されており、地山からの湧水は処理されている。
腹付け盛土部(0006-2)は、末端部は高さ３ｍ程度の擁壁からなり、擁壁上部には勾配1：
1.8の盛土法面有り。擁壁部、盛土法面部のいずれにも変状は無し。

B2

工

業

用

地

- -
盛土法面の不安定化による
すべり崩壊

安芸市0007
安芸広域メル
トセンター

4,075 17.6 71.7 54.8 17.0 12.4 〇 腹付け型 適 適 適 適 無 無 無 無 無 無 不明

H

5

年

以

降

以後 0.36 小

尾根地形部を一部切土して造成した腹付け盛土。盛土造成部の盛土末端部法面は、勾配1.8
の盛土法面からなり、変状は認められない。湧水も無し。盛土下方は道路盛土につなが
り、道路盛土法面部は植生が密のため確認が不可。道路部には、滑動崩落につながるよう
な大きな変状は認められない。

C

工

業

用

地

- -
盛土法面の不安定化による
すべり崩壊
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